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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和３年１０月２７日（水）午前１０時００分 ～午後１時２０分

開 催 場 所 特別会議室

『 全 体 会 議 』 議 題 ・ 要 旨区 分

１ ＳＯＳ４７杉良太郎特別防犯対策監による警察本部等訪問について【報 告 事項 】

生活安全部長から 「ＳＯＳ４７とは、全国で相次ぐ特殊詐欺の被害を食い、

止めるため、幅広い世代に対し大きな発信力を有している杉良太郎氏の呼び

掛けで集まった著名人で結成されたプロジェクトチームである。チームのリ

ーダーである杉氏は、平成３０年に国家公安委員会委員長より特別防犯対策

監を委嘱され、これまで広報啓発用ポスターや動画の作成を各メンバーの活

動を通じ広報啓発活動を行っている。また、特殊詐欺対策に携わる職員との

、意見交換や警察学校学生に対する訓示など警察関係に係る活動だけではなく

国内全ての刑務所や外国の孤児院等の慰問を行うなど、福祉活動も精力的に

行われている。

本県では、令和３年１１月１日に警察本部を訪問され、警察本部長との懇

談の後、仙台中央警察署において、仙台中央警察署長との懇談、特殊詐欺対

策に携わる警察官との意見交換会及び県民に対する防犯広報動画の作成等を

行う予定である 」旨の報告を行った。。

２ 横断歩道安全対策の推進状況について

交通部長から 「日本自動車連盟（ＪＡＦ）による信号機のない横断歩道で、

の車の停止率調査結果等（１０月公表）について、全国平均３０．６％のと

ころ、本県の停止率は５１．４％（前年５．７％）で全国４位であった。

横断歩道安全対策の推進状況については、毎月１０日を「横断歩道対策強

化日『十○（止まる）日』と設定したほか、２月及び６月を横断歩道安全対

策強化月間として、関係機関団体等と連携し、街頭キャンペーン等により広

報啓発を推進している。また、運転免許更新時講習や児童・学生に対する交

通安全教育、横断歩行者妨害違反など運転者に対する交通指導取締りの強化

及び交通事故多発地区を抽出しての交通安全施設の点検・整備を推進してい

る。このような取組の結果、県民のルールとマナーの向上につながったもの

と認識している。今後も、引き続き関係機関団体と連携し、交通安全対策に

努めていく 」旨の報告を行った。。

委 員：今回の調査結果は、数字的なことにとらわれることではなく、

改善できたという点がすばらしいことだと思う。しかし、まだ半数が止まっ

ていないという状況であることから、継続し県民挙げての運動としていくこ

とが大切だと考える。

交通部長：歩行者の横断時の手上げとドライバーに感謝を示す「サインサ

ンクス運動」を実践しており、今後更に周知されるよう努めていく。

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

公安委員会手数料条例の一部を改正する条例について【決 裁 事項 】 １

生活安全企画課管理官から 「クロスボウの所持許可制度等が新設された銃、

砲刀剣類所持等取締法の一部を改正する法律（令和３年法律第６９号）が公布

され、令和４年３月１５日に施行されることに伴い、地方公共団体の手数料の

標準に関する政令（平成１２年政令第１６号）の一部改正が行われたため、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）の規定に基づき、手数料の新設及び文言

の整理を行うものである 」旨の説明があり、審議の上、決裁が行われた。。

個人情報開示請求書の受理及び個人情報不存在決定通知書に ついて２
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公安委員会補佐室長から、公安委員会の保有する文書に係る個人情報開示請

求書の受理及び個人情報不存在決定通知書について説明がなされ、審議の上、

決裁が行われた。

公安委員会苦情の調査結果及び回答案について３

公安委員会補佐室長から、交通取締りに関する苦情に対する調査結果及び回

答案について説明がなされ、審議の上、決裁が行われた。

４ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

交通聴聞官から、運転免許取消処分に係る意見の聴取等の結 果、１３件の

報告と説明がなされ、審議の上、量定が行われた。

１ 交通規制の意思決定について（令和３年１０月分）【報 告 事項 】

交通規制課次長から、令和３年１０月中における、交通規制の意思決定状況

について報告があった。

２ 第３９回全日本大学女子駅伝大会の概要と交通対策について

交通規制課次長から 「令和３年１０月３１日（日）に、全日本大学女子駅、

伝大会が仙台市内において開催される。当日は、午前１１時に交通対策本部を

設置し、安全で円滑な交通規制、選手の安全な走行の確保及び適切な市民応接

を基本方針として対応する。警察の交通対策部隊は、前年と同規模の約３００

人体制で、自主警備体制は１，９００名である。

大学関係者の応援禁止や沿道での密集対策の実施により、新型コロナ感染防

止対策に万全を期すこととしている 」旨の報告があった。。


